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2020 年は新型コロナウイルス感染症が猛威を振るった年でしたが、残念ながら

1年では終息せず今年はさらに拡大するきざしを見せています。

武蔵野赤十字病院は感染症指定医療機関ですので、300 名以上の患者さんの入

院診療を担当してきました。

しかし、これだけ患者さんの診療をしても、職員の感染を徹底して防止してい

ます。

通院中の患者さんにおかれましては、病院内で感染することはありませんので、病院長　泉　並木

どうかご安心ください。

武蔵野赤十字病院は 2020 年 4 月より東京で 5カ所しかないがん診療連携拠点病院（高度型）に指定

されました。

ゲノム医療やロボット手術などを発展させていきたいと思います。また、無痛分娩を 2020 年 8 月から

開始し、順調に患者さんが増えています。循環器や脳神経疾患、整形外科など体に負担が少ない治療

を進めていきたいと思います。

職員皆が協力しあって地域医療に貢献することに取り組んでくれています。

初期研修医のマッチングでは 1位希望者が全国で 1位の数になり、医学部学生が最も研修したい病院

だという評価が得られたと思います。

皆さまに信頼していただける病院を目指していきたいと思っております。

副院長・看護部長

若林　稲美

新年明けましておめでとうございます。

昨年は 1年を通して、新型コロナウイルスの対応に追われる 1年でした。

年が明けた今も第 3波に見舞われ、対応が続いています。長期戦となり、生活も

多くの変化を強いられていますが、ここは踏ん張りどころと肝に銘じ、地域の皆

様とともに頑張らなくては、と思っております。

　昨年中は本当に多くの方に励ましの言葉や支援の物資を頂きました。一時期は

マスクやガウンが不足し、危機感を持っていましたが、今は物資に困ることはほ

とんどなくなりました。ありがとうございました。

当院の職員に新型コロナウイルスの感染者が発生した場合には、その都度ホーム

ページでご報告させていただきました。多くの陽性者の治療を行っているにも拘らず、極めて少ない感

染者しかいないことは、当院の感染管理体制と職員個々の意識、知識、技術の賜物と、大声で自慢した

い思いでいます。

　今心配をしていることは、新型コロナウイルスのために、受診控えをする方のことです。病気にはあ

まり時間的猶予のないものが多くあります。受診控えをされることで、具合が悪くなってしまうことの

ないよう、気になる健康問題がありましたら、かかりつけの先生にご相談の上、早めにお越し下さい。

感染対策には最大限の努力をしておりますので、安心して受診してください。　

この状況が 1日でも早く収束することを祈りつつ、本年もよろしくお願いします。

新たな年を迎えて


